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研究報告書 

 
中心小体の複製はその基底部にあたるカートホイール構造から始まる。これまで、中心小

体複製に必須の蛋白質であるHsSAS-6が自己会合することで、カートホイール構造の中心

部分が構築されるモデルを提唱してきた (Cell 2011, Dev Cell 2011)。しかし、in vitroの

系ではHsSAS-6単独では自己会合の効率が十分ではないこと、同様に中心小体の初期過

程に必須の役割を果たすPlk4, STILなどがHsSAS-6の中心小体局在に必須であることか

ら、上流カスケードに位置する因子群が相互作用することでカートホイール構造が形成され

やすい環境を整えている可能性が考えられた。このプロセスを担う分子機構を明らかにする

ために、Plk4, STIL, HsSAS-6の物理的相互作用を検討し、以下の知見を得た。これまで

の解析から、Plk4がSTILと結合しリン酸化することで、リン酸化されたSTILがHsSAS-6と結

合し複合体を形成することで中心小体構築が開始される分子機構を明らかにした（Ohta et 
al. 2014）。さらに各因子の精製蛋白質を用いることで、この過程を in vitroで再現すること

に成功している（Ohta et al. 2014）。 
 

 
  


